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一般会計　  88億2,000万円（対前年比 3.6％）

合　　計　141億3,779万円（対前年比 0.8％）

事業会計 39億9,022万円
 （対前年比 △5.0％）

国民健康保険特別会計� 17億 � 984万円
介護保険特別会計� 20億6,789万円
後期高齢者医療特別会計� １億7,511万円
育英資金特別会計� 1,590万円
診療所特別会計� 2,100万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計� 48万円

企業会計等 13億2,757万円
 （対前年比 1.2％）

再生可能エネルギー事業特別会計
� ２億3,950万円
簡易水道特別会計� ４億3,048万円
下水道特別会計� 9,690万円
農業集落排水事業特別会計� １億3,886万円
上水道特別会計� ４億2,183万円

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
が
平
成
28
年
第
２
回
吉
備
中
央
町
議
会
定
例
会（
３
月
）

で
可
決
さ
れ
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
88
億
２
，０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
活
力
あ
る
町
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た
町
総
合
計
画
、
そ
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲

げ
ら
れ
た
事
業
を
着
実
に
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
子
育

て
支
援
、
若
者
定
住
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

歳
入
は
、
町
税
が
３
・
８
％
減
の
11
億
５
，２
０
５
万
円
、
地
方
交
付
税
は
１
・
２
％

減
の
42
億
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
３
億
８
，３
７
５
万
円
、
太
陽
光
発

電
所
か
ら
生
じ
る
売
電
収
入
に
係
る
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
９
，７
０
０
万
円
な

ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
児
童
手
当
支
給
事
業
１
億
４
，９
８
５
万
円
、
自
立
支
援

給
付
事
業
３
億
６
，８
０
５
万
円
、
町
道
新
設
改
良
事
業
３
億
９
，７
９
９
万
円
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
２
億
７
，９
３
４
万
円
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
寄

附
金
（
米
づ
く
り
農
家
応
援
等
）
事
業
３
億
８
，５
０
６
万
円
な
ど
で
す
。

　

重
点
的
に
取
り
組
む
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
対
策
で
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
を
第
二
子
に
つ
い
て
は
半
額
、
第
三
子
か
ら
は
所
得
や

上
の
子
の
年
齢
に
関
係
な
く
無
料
と
し
ま
す
。
ま
た
保
育
園
と
幼
稚
園
の
良
い
部
分

を
併
せ
持
っ
た
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
着
手
し
、
設
計
・
測
量
等
調

査
業
務
に
９
９
７
万
円
、
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
第
二
子
以
降
の
新
生
児
に
対
す

る
出
産
祝
金
と
し
て
９
６
０
万
円
、
若
者
定
住
を
一
層
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、

入
居
条
件
が
緩
や
か
な
集
合
住
宅
を
町
の
中
心
で
あ
る
吉
備
高
原
都
市
内
へ
建
設
す

る
予
定
で
、
用
地
造
成
計
画
の
作
成
及
び
用
地
購
入
費
２
，１
３
３
万
円
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

　

そ
の
他
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
は
、
医
師
等
の
確
保
を
図
る
た
め
町
内
の
医
療
機

関
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
医
師
・
看
護
師
等
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
、
ま
た
新

た
に
採
用
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
講
師
と
な
っ
て
中
学
生
を
対
象
に
し
た
学
習

塾
（
英
語
・
数
学
）
を
開
設
し
ま
す
。

平
成
28
年
度  

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

特集一般会計における歳入と歳出の構成比

その他
23,751円
議会・観光振興・
災害復旧など

農林業費
88,449円

農林業・畜産の振興など

消防費
25,687円
火災・災害
の対応など

総務費
140,079円
地域振興・財産管理・
庁舎管理など

土木費
63,851円

道路・河川・農業用施設
の整備など

教育費
60,977円
学校・公民館
の運営など

公債費
104,404円
借入金の返済

衛生費
52,528円
保健衛生・

一般廃棄物処理など

民生費
167,576円
高齢者・障害者・
児童の福祉など

歳入用語解説
町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負担金：�老人措置負担金や農林業受益者分担

金など
使用料及び手数料：�町営住宅の家賃や幼稚園・保育園の

保育料、住民票など証明書の発行手
数料などの収入

繰　入　金：各種基金を取り崩して繰り入れるものなど
繰　越　金：前年度から繰り越される収入
地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分され

る収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従っ
て国から町へ譲与されるもの

地方消費税交付金：�消費税の地方分を人口などをもとに
国から交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：��公共事業などを行うための財源として借り

入れた収入

一般会計 町民１人当たりの予算    727,302円
こんなふうに使われます ●平成28年３月１日 現在　人口 12,127人

歳入 歳出

使用料及び手数料 0.9％分担金及び負担金 0.2％

町税
13.1％

町債
6.5％

自主財源
24.9％

依存財源
75.1％

地方交付税
47.6％

国庫支出金
6.2％

県支出金
10.1％

財産収入 0.2％

寄附金 4.4％

繰入金 3.8％
繰越金 1.1％
諸収入 1.2％
地方譲与税 1.7％
配当割交付金 0.1％
株式等譲渡所得割
交付金 0.1％
地方消費税
交付金 2.4％
ゴルフ場利用税
交付金 0.1％
自動車取得税
交付金 0.3％ 労働費 0.1％

議会費 1.0％予備費 0.3％

災害復旧費
0.1％

総務費
19.3％

民生費
23.0％

衛生費
7.2％

農林業費
12.2％商工費

1.7％

土木費
8.8％

消防費
3.5％

教育費
8.4％

公債費
14.4％

当
初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移

114,000

114,500

115,000

115,500

116,000

116,500

117,000

117,500

118,000

H28H27H26H25H24

（万円）

企業会計等
9.4％

事業会計
28.2％ 一般会計

62.4％

※H27は決算見込み額、H28は予算額
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まちの話題まちの話題 『22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町』をめざして
～平成28年度の主な事業を紹介します～

次代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野～

学童地域支援事業
　小学校の児童を放課後預かる団体を支援
します。（７か所）� 1,450万円
にこにこ出産祝金支給事業
　第２子以降の新生児に対し出産祝金を支
給します。� 960万円
地域未来塾運営事業
　中学校の生徒を対象にした英語・数学の
塾を下竹荘公民館に開設します。
� 1,560万円

生活しやすい安全なまち
～生活基盤分野～

高校生バス通学費補助事業
　バス定期券等の購入費に対して補助し、
バスの利用を促進します。� 1,560万円

公営住宅建設事業
　加茂市場団地に住宅１棟２戸を建設しま
す。また吉備高原都市内に新たに住宅用地
を購入します。� 8,001万円

道路維持費補助事業
　町が認定した道路の草刈を集落で行った
場合に補助します。� 650万円

やさしさあふれるまち
～保健・医療・福祉分野～

地域医療特別対策事業
　町内医療機関に新たに雇用された医師・
看護師等に対して補助します。
� 250万円

魅力と活気のあるまち
～産業振興分野～

有害鳥獣対策・捕獲事業
　有害鳥獣による農作物等への被害防止の
ため防護柵設置または捕獲に対して補助金
を交付します。� 2,734万円
中山間地域等直接支払制度事業
　協定農用地等の営農資源を守るための活
動を支援します。� 27,934万円
新規需要米安定対策事業
　JAと契約を交わし出荷した米粉用米に
対して交付金を交付します。� 360万円

協働で歩むまち
～行財政分野～

協働のまちづくり寄附金事業
　ふるさと納税という形でまちづくりに参
画いただくとともに、米づくり農家を支援
します。� 38,506万円
自治組織運営補助事業
　自治組織に対し運営補助金を交付し、活
動を支えます。� 2,500万円
定住促進事業
　UIターン者、新規就業者、住宅取得者
等に対して奨励金を交付するとともに移住
定住に向けたPR活動を行います。また、
結婚支援事業を充実させます。
� 2,648万円

快適な暮らしのまち
～環境保全分野～

交通支障木除去補助事業
　自治組織が町道沿いの交通に支障のある
木を共同で伐採した場合に補助します。
� 400万円

特集

お問い合わせ先　総務課　財政班　☎0866－54－1313

満100歳おめでとうございます
　３月14日に満百歳を迎えられた田

たば ら
原久

ひさ お
夫さん（竹荘）の祝賀会が３月９日、ご自宅で開催されま

した。また、３月15日に満百歳を迎えられた河
かわ
内
うち
豊
ゆたか
さん（吉川）の祝賀会も同日、ご自宅で開催さ

れました。
　祝賀会では、町、県、社会福祉協議会から記念品、祝金などが贈られました。
　田原さんは、旧大和村のご出身で、葉タバコの栽培をさ
れていました。地域では神社等の清掃をされ、お寺の役員
を20年間勤められました。
　「みなさん、今日はお忙しい中来てくださってありがとう
ございます。長生きをさせてもらいます」と感謝の気持ち
を伝えられました。
　河内さんは、吉川村のご出身で、23歳でご結婚。一男一
女に恵まれ、農業をしながら生計を立ててこられました。現
在は、週一回デイサービスに通うほか、草取りや農作業をさ
れており、自転車にも乗られるほどお元気でお過ごしです。
　長寿の秘訣は、「何でもよく食べること。特にお肉が好き
で、焼肉をよく食べること」とお話しされました。
　これからもますますお元気でお過ごしください。

町内２小学校が「岡山県わかば賞を受賞」
　身の回りにある、青少年の善意や勇気のある行為など、他の
模範となるような行為や取り組みなどを地域でたたえあう「岡
山県わかば賞」を、円城小学校、御北小学校の２校が受賞され、
県青少年相談員の黒

くろ だ
田員

かずよね
米さん（小森）から各校へ表彰状が伝

達されました。
　円城小学校では、５年生が10年以上前から総合学習の時間に
地域の特産品である円城白菜を栽培。育てた白菜は、道の駅か

もがわ円城で販売し、その収益金を寄付し、社会貢献活動を行ってきました。
　御北小学校では、４年生から６年生の児童７名で構成する保
健栽培委員会が数年前からカボチャ等の栽培に取り組み、本年
度は初めて道の駅かもがわ円城で販売。その収益金を寄付し、
社会貢献活動を行いました。
　これらの取り組みが評価され、今回の受賞につながりました。
　おめでとうございます。

上段：田原さん　下段：河内さん

円城小の皆さん

御北小の皆さん
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Topics
 of the Town

役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
！！
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時　
５
月
19
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

※�

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早

め
に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

心
の
健
康
相
談
会

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
上
手
く
い
か
な

い
。
よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も

る
日
々
が
続
い
て
い
る
。
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
て
き
た
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
そ
の
お
世
話
を
し
て

い
る
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈮　

午
後
２
時
～

会
場　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

・�

仕
事
や
生
活
に
お
け
る
強
い
ス
ト
レ

ス
や
不
安
、
悩
み
・
ひ
き
こ
も
り
や

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

備
前
保
健
所　

保
健
対
策
班

 

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

３
９
３
４

　

保
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町
結
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進
協
議
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で
は
、
結
婚
を

希
望
す
る
町
内
在
住
の
独
身
男
性
ま
た

は
独
身
女
性
を
対
象
と
し
た
無
料
の
結

婚
相
談
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を
開
催
し
て
い
ま
す
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こ
の
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談
会
で
は
結
婚
に
関
す
る
悩
み
、
希

望
な
ど
に
つ
い
て
町
結
婚
推
進
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員
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談
を
お
受
け
し
男
女
の
出
会
い
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き
っ
か
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作
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サ
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す
。

参
加
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方
は
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催
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の
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日
前
ま
で
に
事
務
局
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

現
在
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町
内
で
は
結
婚
推
進
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員
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活
動
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て
お
り
、
結
婚
の
意
思
が
あ
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出
会
い
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ャ
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ス
に
め
ぐ
り
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え
な
い
人
の
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め
の
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談
や
情
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集
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結
婚
相
手
の
紹
介
な
ど
を
行
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て

い
ま
す
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日時 ５月26日㈭　午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 井原コミュニティ
センター

内容 行政・福祉相談 人権・福祉相談

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522

日　
に　
ち

会　
　
　
場

５
月
10
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

５
月
17
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

平成27年度
 びほく地域ぶどう共進会入賞

　３月２日、JAびほく本店（高梁市）において、
びほく地域ぶどう生産振興大会が開催されま
した。町からも多数の出品があり、各部門にお
いて大変優秀な成績を収められました。おめで
とうございます。（敬称略）
・ニューピオーネの部
【最優秀賞】　岡山県知事賞� 久野村　薫さん
【努力賞】　びほく地域ぶどう生産振興協議会長賞
� 菅野　　薫さん
・シャインマスカットの部
【奨励賞】
びほく地域ぶどう生
産振興協議会長賞
� 菅野　　薫さん

Kiroroコンサート開催

　３月６日、ロマン高原かよう総合会館で
Kiroroコンサートが開催されました。
　これは、ロマン高原かよう総合会館開館20
周年を記念して開催されたもので、当日は約
850人が会場に訪れました。
　コンサートでは「Best� friend」や「未来へ」
をはじめとしたヒット曲や、金

きんじょう
城綾

あや の
乃さんの弾

き語りなど全18曲を披露。会場には澄んだ歌
声が響き渡り、来場
者は聴き入ってい
ました。
　また、一緒に歌を
口ずさむ場面もあり、
来場者は、kiroroと
一体となって楽しみ
ました。

岡山県LPガス協会
 岡山・高梁支部と協定を締結

　３月８日、賀陽庁舎で、岡山県LPガス協会
岡山支部・高梁支部との協定締結式が行われま
した。
　式では山本町長が「大きな災害時には、ガス
を利用して暖をとったり、食事を作ったりする
ためにも非常に重要なものになります。LPガ
ス協会皆さまのご協力はありがたい」と申し上
げました。
　今回の協定締結を通して、今後は災害発生時
に被災者等に対してLPガス及びガス機械が提
供されることと
なり、災害生活
の支援に寄与さ
れます。

株式会社エフベーカリーコー
ポレーション岡山事業所完成

　旧加茂川中学校跡地で工事が進められてい
た同社岡山事業所の定礎式・竣工式・火入れの
儀が３月24日行われました。
　式では、会社関係者や地元関係者約70名が参
加する中、神事等が行われました。
　今後は、４月下旬から24時間365日体制での本
格稼働を目指し、大手コンビニチェーンなど、県
内のみならず、西日本エリアに向けた、惣菜パン

や菓子パンの製造が行われ
る予定です。
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　任期満了に伴う吉備中央町長選挙及び吉備中央町議会議員一般選挙が、
９月20日㈫告示、９月25日㈰投票の日程で行われます。
　この選挙では、年齢が満18歳以上の日本国民の方で、町内へ引き続き３ヶ
月以上住所を有する方が投票することができます。
　吉備中央町の将来を託す大変重要な選挙です。皆さんそろって投票しま
しょう。

お問い合わせ先 　吉備中央町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎0866－54－1313
 吉備中央町明るい選挙推進協議会

郵便等による不在者投票制度のお知らせ
　身体に重度の障害などがあるため、投票所に行けない方は、自宅等で郵便による不在者投票を行うことが
できます。
　この郵便等による不在者投票の対象者は、表１のいずれかの要件に該当する方です。
　また、郵便等による不在者投票の対象者のうち、表２（次頁）の要件に該当する方は、代理記載の方法に
よる投票ができます。
　これらの制度を利用するためには、事前に吉備中央町選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の交付を
受けておく必要がありますので、身体障害者手帳等をご持参の上、選挙管理委員会へ申し出てください。

表１　郵便等による不在者投票の対象者

身体障害者
手　　　帳

障　　害　　名
障害の程度

１級 ２級 ３級
両下肢、体幹、移動機能の障害 ○ ○
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害 ○ − ○

免疫の障害 ○ ○ ○

戦傷病者
手　　帳

障　　害　　名
障害の程度

特別項症 第１項症 第２項症 第３項症
両下肢、体幹の障害 ○ ○ ○
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害 ○ ○ ○ ○

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分

要介護５

表２　郵便等による不在者投票における代理記載制度の対象者

身体障害者
手　　　帳

障　　害　　名
障害の程度

１級 ２級 ３級
上肢、視覚の障害 ○

戦傷病者
手　　帳

障　　害　　名
障害の程度

特別項症 第１項症 第２項症 第３項症
上肢、視覚の障害 ○ ○ ○

お問い合わせ先 　吉備中央町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎0866－54－1313

吉備中央町長選挙及び
吉備中央町議会議員一般選挙について

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　住民基本台帳法の規定に基づき、平成27年度中の住民基本台帳閲覧状況を次のとおり公表します。

■ 住民基本台帳法第11条による公的機関の閲覧

閲覧年月日 閲覧機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成28年
１月14日

自衛隊岡山地方
協力本部長

自衛官等の募集に
伴う広報

平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれの男子
平成13年４月２日～平成14年４月１日生まれの男子

■ 住民基本台帳法第11条の２による法人・個人の閲覧

閲覧年月日 申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成28年
１月27日

一般社団法人中央調査社�
会長　西澤　　豊

文化庁からの委託による「国語に
関する世論調査」の対象者抽出 16歳以上の男女（上野：17件）

お問い合わせ先 　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316

『緑の募金』にご協力をお願いします
 春のみどりの月間（４月１日〜５月31日） 

　本年度も４月１日から５月31日までの「春のみどりの月間」に、公益社団法人岡山県緑化推進協
会による『緑の募金』運動が展開されます。
　森林をはじめとする緑資源は、水源のかん養、大気の浄化、土砂災害の防止など、生活環境の保全
に大きな役割を果たしており、私たちの健康で快適な暮らしのためになくてはならない資源です。
　この『緑の募金』は、水源林の整備や里山の再生、被災地域の復興などに活用され、吉備中央町に
おいても、地域の緑化活動に役立てられます。
　この運動の趣旨にご賛同いただき、多数の方のご協力をよろしくお願いします。なお、募金の取り
まとめにつきましては、区長・班長さんへお願いしております。

お問い合わせ先 　公益社団法人　岡山県緑化推進協会　☎086－221－9511
 農林課　林業振興班　　　　　　　　☎0866－54－1318
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吉　備　中　央　町
地域子育て支援拠点一時保育のご利用について

　乳幼児（生後６か月～）の保護者の方が家庭において一時的に育児が困難な場合にお子さんを
一時的にお預かりし保護者の方に代わって保育を行います。

■ 利用条件

　町内に住所を有し、保育園及び幼稚園に入所していない生後６か月から就学前の乳幼児
　①短時間・断続的勤務、職業訓練等�…�月10日以内
　②疾病･入院、災害･事故、出産･産前･産後、看護･介護、冠婚葬祭等�…�月10日以内
　③育児等に伴う心理的・肉体的負担を解消する等�…�月５日以内

■ 利用方法

　①登　　録　事前に登録申請を行う（北保育園又は子育て推進課）
　　　　　　　※登録は年度ごとに必要です。
　②予　　約　一時預かり保育予約申込書を提出。
　　　　　　　緊急な場合は、電話での予約（３日前まで）もできます。
　　　　　　　（北保育園　☎0866−55−5113）
　　　　　　　※ 予約時間の変更及びキャンセルは利用日前日までに必ず北保育園に連絡してく

ださい。
　③申　　込　当日利用申込書に記入する。（北保育園・かもがわ総合福祉センター）
　④保　　育　保育を受ける。
　⑤利用料金　納付書を送付しますので、期限内にお支払いください。（ひと月ごとに請求）
　　　　　　　利用料金　１時間　200円
　　　　　　　（予約の時間を過ぎた場合は追加で200円いただきます。）

■ 利用日時

　月曜日～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）
　午前８時～午後６時（８時間以内）

■ 実施場所

　①北保育園（北387−１）� ☎0866−55−5113
　②かもがわ総合福祉センター（円城540−４）� ☎0867−34−1555

■ 人　　数

　各施設で５人までの預かりが可能です。

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328

子育てひろば “ゆう”
　吉備中央町では、現在は休園中の北保育園を利用して、お子さんが安心して遊べるスペースや、
子育て中の親子が気軽に集い子育てに関する相談や情報交換を行う機会を提供しています。

どんなことをしているの？

あそびに
きてね

いろんな人とつながってみよう！
人と人がつながり、いきいきと子育てしやすい場所に

　私たちが大切にしていることは「人と人とのつながり」です。
　利用するすべての人が、子育てひろばを通して、人と人とのつながりや関係を大切にしな
がらいろいろなことを体験し、考え、感じながら、ともに育児をする仲間、同じ地域で生き
ていく仲間を増やしてほしいと思います。
　私たちスタッフも、遊びにきてくれる皆さんが心地よいと感じられる関係作り・空間作り
を心がけていきます。

お問い合わせ先  子育てひろば（北保育園） ☎0866－55－5113
 子育て推進課　子育て推進班 ☎0866－54－1328

NEW

※１：常時保育士などのスタッフがいます。保健師や栄養士、主任児童委員も月１回来てくださいます。
※２：日程は毎月発行の“ゆう”だよりやママフレをご覧ください。

開催場所 � 吉備中央町北387－１（北保育園）
開催日時 � ○子育てひろば　月・水・金　９：00〜14：00（都合のいい時間に利用してね）
� ○施設利用　火・木（申請すると使用できます。詳しくはお問い合わせください）
� ○園庭開放（土日祝日を除く）　スタッフに声をかけてください。園庭で遊んでね。
� ○出張ひろば（かもがわ総合福祉センター）　第１・３木曜日　９：00〜12：00

対　　象 � 吉備中央町にお住まいの小学校就学前のお子さんとその保護者の方、妊婦さん
利 用 料 � 無　料　（講座によっては材料費など実費をいただくことがあります）
そ の 他 � ○利用者全員で安全に気をつけ、楽しく遊びましょう。
� ○困ったこと、助けてほしい時などは、気軽にスタッフに声をかけてください。
� ○昼食やおやつ、飲み物は各自でお持ちください。

あそびの場
子どもと遊んだり、保護
者同士お話をしたり、お
友達もできるよ。

情報提供
子育てに関する情報を提
供します。口コミ情報も
歓迎です。

交流の場
子どもや保護者同士の交
流はもちろん、地域の方
との交流もできます。

相　談
子育てやお子さんの発達
など気軽にご相談くださ
い。※１

リフレッシュ
子育てはお母さんの元気が一
番！親子が楽しく安心して過ご
せるよう企画運営しています。

講　座
毎月子育てに関する講座
やリフレッシュできる講
座などを行います。※２

スタッフの
思い
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温かいご支援をお願いいたします

５月は赤十字運動月間
　本年度も５月の「赤十字運動月間」にあわせて「平成28年度赤十字社員増強運動」を実施します。
　この運動を通して、東日本大震災復興支援をはじめ、国内各地で発生している災害では、被災者支
援のため、多くの皆さまから赤十字活動にご協力をいただきました。
　また、日本赤十字社ではそのほかにも、救急法などの講習会、看護師の養成、国際救援活動等さま
ざまな活動を展開しており、これらの活動財源は皆さまから寄せられた社費により支えられています。
　皆さまのご協力により、平成27年度の吉備中央町日赤社員増強運動実績額は1,470,500円となり
ました。
　今年度も赤十字事業をご理解いただき、社資募集にご協力をお願いいたします。
　皆さまの地域の婦人会、女性の会等の役員さん、班長さん、区長さんがご協力のお願いにお伺いし
ますので、一人でも多くの方の温かいご支援をお願いいたします。

　 納入期限 　５月31日㈫

　 納入場所 　福祉課、加茂川総合事務所、各支所、出張所、かもがわ総合福祉センター

お問い合わせ先 　福祉課　社会福祉班　☎0866－54－1317

家庭用合併浄化槽の設置補助金について
　合併浄化槽はトイレのほか、台所・洗濯・風呂など家庭から出る生活雑排水を処理し、川の水質
汚濁防止に大きな効果を発揮します。町では合併浄化槽の設置促進を図るため、設置費用の一部を
補助しています。
　補助金を希望される場合には、設置業者に依頼し早めに申請をお願いします。

家庭用単独浄化槽の撤去費補助金について（新規）
　単独浄化槽はトイレの排水だけを処理し他の生活雑排水を処理していないことから、環境への負
荷が大きいため、町では平成28年度より合併浄化槽の設置に伴い、一定の要件を満たしていれば単
独浄化槽の撤去費用について補助します。

補助対象となる地域 　公共下水道計画区域及び農業集落排水事業区域を除いた町内全域

補助金の額

お問い合わせ先 　水道課　下水道班　☎0866－56－7134

原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪車等

種　　　別 税率
（年税額）

原動機付自転車

50cc以下 2,000円
51cc～90cc 2,000円
91cc～125cc 2,400円
ミニカー 3,700円

小型特殊自動車
農耕作業用 2,400円
特殊車 5,900円

二輪の軽自動車（側車付含む） 3,600円
二輪の小型自動車 6,000円

三輪・四輪以上の軽自動車…②平成27年3月31日
以前に初度検査※を受けた車両（①を除く）

種　　　別 税率
（年税額）

三　　　輪 3,100円

四輪以上
乗　用

営業用 5,500円
自家用 7,200円

貨物用
営業用 3,000円
自家用 4,000円

三輪・四輪以上の軽自動車…①初度検査※から13年
を経過した車両（＝経年重課）
平成28年度の対象は、初度検査が平成14年以前の
ものとなります。

種　　　別 税率
（年税額）

三　　　輪 � 4,600円

四輪以上
乗　用

営業用 � 8,200円
自家用 12,900円

貨物用
営業用 � 4,500円
自家用 � 6,000円

※�電気自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車、混合
メタノール自動車、ハイブリッド自動車及び被けん引車
を除きます。

三輪・四輪以上の軽自動車…③平成27年4月1日以
降に初度検査※を受けた車両

種　　　別 税率
（年税額）

三　　　輪 � 3,900円

四輪以上
乗　用

営業用 � 6,900円
自家用 10,800円

貨物用
営業用 � 3,800円
自家用 � 5,000円

※�初度検査…初めて車両番号の指定を受ける検査のことをいいます。自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。なお、
平成15年10月14日以前に最初の検査を受けた車両は「月」の記載がないため、その年の12月に検査を受けたものとみな
します。

グリーン化特例対象車（＝軽課）

　平成27年４月１日以降に初度検査を受ける三輪以上の軽自動車のうち、環境性能に優れたものについては、
その性能に応じて取得の翌年度分のみ軽減されます。対象車と税率は次の表のとおりです。

区　　　分 ※１ ※２ ※３
三　　　輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上
乗　用

営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用
営業用 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円

■区分の説明
※１　電気自動車、天然ガス自動車（ポスト新長期規制からNOX10％低減）
※２　乗用…平成17年排出ガス基準75％低減達成かつH32年度燃費基準＋20％達成車
　　　貨物…平成17年排出ガス基準75％低減達成かつH27年度燃費基準＋35％達成車
※３　乗用…平成17年排出ガス基準75％低減達成かつH32年度燃費基準達成車
　　　貨物…平成17年排出ガス基準75％低減達成かつH27年度燃費基準＋15％達成車

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

平成28年度から軽自動車税の税率が変わり、次のとおりとなります。

軽自動車税の税率が変わります！

人数区分 補助限度額
５人槽 332,000円
６人槽及び７人槽 414,000円
８人槽から10人槽 548,000円
11人槽から50人槽 939,000円
単独浄化槽撤去費 � 90,000円
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吉備中央町職員配置表（平成28年４月１日現在）

議　会
事務局

局　　長� 芦　田　啓　次
主　　幹� 大　森　初　恵

会　計
管理室

室　　長（会計管理者）� 杉　山　芳　子
参　　事� 大　倉　　　通
室長補佐（会計班長兼物品管理班長）
� 福　田　要　子
主　　事� 長　濵　紗　希

総　
　
　

務　
　
　

課

課　　長� 藤　森　一　郎
課長補佐（財政班長）� 杉　原　宏　典
課長補佐（行政班長）� 奥　野　充　之
主　　幹� 早　川　順　治
主　　幹� 石　伊　利　光
主　　幹� 楢　嵜　秀　徳
主　　幹� 成　本　昌　代
主　　査� 山　本　昌　幸
主　　事� 小　林　竜　市
主　　事� 横　田　啓　子
主　　事� 安　延　直　樹
主 事 補� 伴　　　紫　織

税　
　
　

務　
　
　

課

課　　長� 中　西　　　功
課長補佐（課税班長）� 冨士本　里　美
課長補佐（収税班長）� 亀　山　勝　則
主　　幹� 清　本　敦　史
主　　査� 内　藤　　　実
主　　査� 山　本　裕　紀
主　　事� 石　井　　　宏
主　　事� 吉　井　健　人
主 事 補� 仁　枝　愛　美
主 事 補� 河　内　哲　人
主 事 補� 小　幡　充　拓

企　
　
　

画　
　
　

課

課　　長（兼吉備高原都市事務所長）
� 浅　桐　　　章
課長補佐

（総合政策班長兼情報政策班長兼公聴広報班長）
� 片　岡　昭　彦
主　　幹� 難　波　　　勇
主　　査� 津　島　明　範
主　　事� 植　木　宏　美
主　　事� 田　淵　有　佳
主 事 補� 藤　森　広　崇
主 事 補� 友　野　順　平

協
働
推
進
課

課　　長� 岡　﨑　道　雄
課長補佐（地域振興班長）�岸　本　久　夫
主　　幹（商工観光班長）�大　月　道　広
主　　査� 戸　田　健　治
主　　査� 難　波　美　紀
主　　事� 池　上　友　弥
主　　事� 難　波　愛　実
主　　事� 孝　本　克　人
主 事 補� 伊　達　隆　文

住　
　
　

民　
　
　

課

課　　長� 鴨　崎　正　一
参　　事（戸籍住民班長兼生活環境班長）
� 大　月　好　恵
主　　幹� 難　波　陽　子
主　　査� 堀　　　恵　子
主　　査� 小　倉　慶　一
主　　事� 田　中　那歌子
主 事 補� 橋　本　咲　恵
主 事 補� 宮　地　宏　人

大和
支所 支 所 長� 大　月　久　志

吉川
支所

支 所 長（兼吉備高原都市事務所所長補佐）
� 岡　本　一　志
主　　査� 内　藤　和　恵
主　　査� 大　藪　京　子

福　
　
　

祉　
　
　

課

課　　長� 大　木　一　恵
課長補佐（包括支援センター所長）
� 石　井　瑞　枝
課長補佐（社会福祉班長兼障害福祉班長）
� 根　本　喜代香
主　　幹（介護支援班長）�荒　谷　哲　也
主　　査� 髙　島　雪　絵
主　　査� 西　﨑　順　子
主　　査� 宮　井　久美子
主　　査� 石　井　克　延
主　　事� 浮　森　真由美
主　　事� 三　波　由　希
主 事 補� 小　寺　涼　太
保 健 師� 小　虎　泰　之

派　　遣：清原眞奈美・黒瀬晃子
　　　　　高見京子・川上初恵・土井純子
　　　　　瀬島由美子・森下幸子

町　長 山　本　雅　則 副町長 岡　田　　　清 教育長 津　島　雅　章

子
育
て
推
進
課

課　　長� 片　山　健　司
課長補佐（子育て推進班長）
� 石　井　純　子
主　　幹� 古　林　直　樹
主　　査� 石　伊　陽　子
栄 養 士� 野　瀬　昌　代
主 事 補� 吉　本　健　人

保　
　
　

健　
　
　

課

課　　長� 石　井　文　之
課長補佐（地域保健班長）�山　本　敦　志
主　　幹（医療保険班長）�塚　田　恵　子
主　　幹� 大　隅　さおり
主　　幹� 伊　達　道　子
主　　査� 平　澤　　　瞳
主　　事� 犬　飼　博　昭
主 事 補� 芦　田　　　覚
保 健 師� 石　坂　真由美
保 健 師� 松　田　良　子
保 健 師� 福　田　しおり
保 健 師� 中　倉　　　萌
保 健 師� 中　村　早　希
栄 養 士� 馬　場　陽　子

農　
　
　

林　
　
　

課

課　　長� 小　室　弘　司
課長補佐（農業振興班長）�山　口　文　亮
主　　幹（林業振興班長）�宮　田　慎　冶
主　　幹� 石　坂　晃　則
主　　幹� 難　波　勝　也
主　　幹� 西　﨑　　　肇
主　　幹� 高　見　佳　孝
主　　査� 大　木　信　幸
主 事 補� 石　井　一　輝
主 事 補� 藤　原　愛　美

建　
　
　

設　
　
　

課

課　　長� 河　内　永　樹
参　　事（用地班長）� 葛　原　克　則
課長補佐（建設班長兼技術検査班長）
� 河　内　啓一郎
課長補佐（農林土木班長）�小　谷　条　治
課長補佐（建設副班長）� 髙　見　知　之
課長補佐（農林土木副班長）
� 富　田　初　誠
主　　幹� 大　月　　　豊
主　　幹� 三　高　昌　之
主　　査� 土　居　正　吾
主　　査� 片　山　裕　紀
主　　事� 山　本　裕　弘
主 事 補� 浮　森　大　輔
主 事 補� 山　川　悠　介
運 転 員� 新　田　　　眞

加
茂
川
総
合
事
務
所

（所　　長（井原出張所長兼総合福祉センター所長））
� 石　坂　公　宏
所長補佐（総務住民福祉班長兼農林建設班長）
� 石　田　三　男
主　　幹� 田　原　茂　美
主　　査� 坂　元　朋　美
主 事 補� 森　川　千　春

井　原
出張所 主　　査� 永　安　裕　美

総合福祉
センター 主　　査� 林　　　正　子

定
住
促
進
課

課　　長（兼加茂川総合事務所長）
� 石　坂　公　宏
課長補佐（定住促進班長）�小　田　幸　希
主　　幹� 片　山　和　子
主　　事� 松　山　　　慎

水　
　
　

道　
　
　

課

課　　長� 沼　田　　　力
課長補佐（上水道班長）� 石　田　卓　己
課長補佐（下水道班長）� 髙　森　　　学
主　　幹� 能　勢　恭　行
主　　幹� 古　好　広　徳
主　　幹� 福　原　　　修
主　　幹� 淺　田　康　正
主　　査� 大　倉　弘　規
主　　査� 飯　田　星　治
主　　査� 大　木　善　量
主　　査� 上　森　章　由

教
育
委
員
会
事
務
局

局　　長� 山　本　泰　弘
局長補佐（生涯学習班長）�戸　田　真　吾
局長補佐（教育総務班長）�歳　原　雅　則
主　　幹� 岡　﨑　直　樹
主　　幹� 中　山　　　仁
主　　査� 堀　　　伸　博
主　　査� 山　本　春　美
主　　事� 難　波　亮　太
主 事 補� 石　田　真紀子
主 事 補� 井　田　　　智
指導主事� 渡　邉　慎太郎
社会教育指導員� 宇　野　和　行

吉備高原
都市事務所

（所　　長� 浅　桐　　　章）
（所長補佐� 岡　本　一　志）

派　

遣

高梁地域事務組合農業共済センター
� 丸　山　節　夫

岡 山 県� 大　樫　隆　志
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上
竹
荘
保
育
園

園　　　長� 杉　山　孝　子
主任保育士� 新　山　亜希子
保　育　士� 石　田　珠　巳
保　育　士� 髙　谷　有　香
調　理　員� 髙　森　智　弘

豊
野
保
育
園

園　　　長� 石　田　広　子
主任保育士� 難　波　朋　子
保　育　士� 難　波　裕　子
保　育　士� 菅　野　由　唯
調　理　員� 森　　　五百子
嘱託保育士� 宮　井　桂　子　

下
竹
荘
保
育
園

園　　　長� 土　井　勝　代
主任保育士� 田　中　孝　平
保　育　士� 幸　田　多加子
保　育　士� 土　井　紗由美
調　理　員� 横　田　智　子

吉
川
保
育
園

園　　　長� 妹　尾　佐恵子
主任保育士� 松　田　智　子
保　育　士� 藤　井　奈　緒
保　育　士� 松　浦　紀　子
保　育　士� 笹　山　樹理奈
調　理　員� 大　森　直　美
� （育休：山本　照美）

大
和
保
育
園

園　　　長� 宮　井　智　子
主任保育士� 能　勢　孝　志
保　育　士� 岡　﨑　加　奈
保　育　士� 葛　城　美　佳
調　理　員� 難　波　清　美
嘱託保育士� 川　上　智　子

津
賀
幼
稚
園

園　　　長� 森　本　貴　子
主 任 教 諭� 易　　　慎太郎
嘱 託 教 諭� 行　安　遵　子
� （育休：伊賀麻美子）

円
城
幼
稚
園

園　　　長� 綱　嶋　洋　子
主 任 教 諭� 楢　嵜　日　佳
教　　　諭� 岡　戸　香　奈
教　　　諭� 文　谷　あゆみ

御　北
幼稚園

園　　　長� 喜　田　典　代
主 任 教 諭� 田　原　幸　子
教　　　諭� 守　屋　ひかり

吉備高原
幼稚園

園　　　長� 鈴　木　栄　子
主 任 教 諭� 松　田　真　二
嘱 託 教 諭� 金　谷　まゆみ

上竹荘
小学校 校　務　員� 森　下　多恵子

下竹荘
小学校 校　務　員� 山　下　久　子

吉　川
小学校 校　務　員� 小　倉　里　美

大　和
小学校 校　務　員� 酒　井　由美子

津　賀
小学校

調　理　員� 日　名　早　苗
調　理　員� 小　倉　小百合

円　城
小学校

調　理　員� 山　本　茂　美
調　理　員� 杉　本　麻　里

御　北
小学校 調　理　員� 上　村　美津子

吉備高原
小学校 調　理　員� 大　月　教　子

加賀中 校　務　員� 難　波　勝　代

竹　荘
調理場

主　　　任� 楢　﨑　　　晋
調　理　員� 坂　口　恵　子
調　理　員� 野　瀬　祐　子
調　理　員� 小　林　久美恵

吉　川
調理場 調　理　員� 石　井　京　子

退　職　者� ※平成28年３月31日付　（　　）は旧所属名

山　根　啓　史（総務課課長）� 小　林　正　恵（井原出張所主査）
大　塚　　　実（企画課課長）� 髙　森　千惠美（吉川保育園調理員）
木　村　二　昭（税務課課長）� 早　原　功　記（福祉課参事）
土　居　　　進（福祉課課長）� 平　井　秀　子（福祉課課長補佐）
宮　井　健　次� 小　林　幸　治（保健課課長補佐）
　（高梁地域事務組合農業共済センター所長兼総務課長）� 葛　原　邦　子（福祉課課長補佐）
瀬　尾　純　子（保健課課長）� 瀬　尾　　　誠（社会福祉協議会事務局長）
宮　井　景　子（豊野保育園園長兼下竹荘保育園園長）� 永　安　浩　介（福祉課主査）
秋　山　尊　子（上竹荘保育園園長）� 易　　　沙　織（大和保育園保育士）

�

※
転
出
の（　

）は
新
所
属

�

※
転
入
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旧
所
属

�
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者
は
３
月
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日
付
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（
津　

賀　

小
）

教　
　

諭　
佐
々
木
ヒ
サ
子
（
高
梁
市
・
福
地
小
）

講　
　

師　

福
見　

太
郎
（
瀬
戸
内
市
・
国
府
小
）

講　
　

師　

森　

奈
緒
美
（
大　

和　

小
）

● 

上
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

赤
木　

泰
子
（
吉
備
高
原
小
）

教　
　

諭　

鈴
木　

宏
和
（
倉
敷
市
・
中
島
小
）

事
務
主
事　

中
島　
　

寿
（
高
梁
市
・
高
梁
北
中
）

▽
転
入

教　
　

諭　

原
瀬　

真
琴
（
総
社
市
・
総
社
東
小
）

教　
　

諭　

国
光　
　

優
（
大　

和　

小
）

事
務
副
参
事　

池
上　

禄
崇
（
吉
備
高
原
小
）

● 

豊
野
小
学
校

▼
転
出

教　
　

頭　

越
宗　
　

勇
（
和
気
郡
・
佐
伯
小
）

教　
　

諭　

渡
邉
慎
太
郎

�

（
吉
備
中
央
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

教　
　

諭　

木
村　

克
史
（
赤
磐
市
・
笹
岡
小
）

講　
　

師　

藤
野　

雄
大
（
新
見
市
・
新
砥
小
）

▽
転
入

教　
　

頭　

山
本　
　

哲
（
和
気
郡
・
日
笠
小
）

教　
　

諭　

秋
山　

敏
子
（
吉
備
高
原
小
）

教　
　

諭　

菅
野　

秀
昭
（
御　

北　

小
）

教　
　

諭　

浅
野　

健
介
（
新
規
採
用
）

教　
　

諭　

畦
田　

理
恵
（
岡
山
市
・
吉
備
小
）

教　
　

諭　

渡
邉　

一
雅
（
浅
口
郡
・
里
庄
西
小
）

● 

下
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

堀
田　

明
美
（
高
梁
市
・
高
梁
小
）

養
護
助
教
諭　

金
髙　
　

文
（
井
原
市
・
高
屋
小
）

▽
転
入

教　
　

諭　

河
田
か
お
り
（
円　

城　

小
）

養
護
教
諭　

三
宅　

志
歩
（
新
規
採
用
）

● 

吉
川
小
学
校

▼
転
出

教　
　

頭　

東　
　

信
雄
（
岡
山
教
育
事
務
所
）

▽
転
入

教　
　

頭　

堀　
　

道
夫
（
備
前
市
・
伊
里
小
）

学
校
栄
養
職
員　

秋
本　

秋
世
（
新
規
採
用
）

講　
　

師　

山
根　

大
輝
（
加　

賀　

中
）

● 

大
和
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

国
光　
　

優
（
上
竹
荘
小
）

講　
　

師　

山
﨑
真
理
子
（
吉
備
高
原
小
）

講　
　

師　

森　

奈
緒
美
（
御　

北　

小
）

▽
転
入

教　
　

諭　

村
木　

賢
二
（
玉
野
市
・
荘
内
小
）

教　
　

諭　

齋
藤　

幸
子
（
赤
磐
市
・
城
南
小
）

● 

吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

秋
山　

敏
子
（
豊　

野　

小
）

教　
　

諭　

松
野　

哲
也
（
総
社
市
・
維
新
小
）

事
務
副
参
事　

池
上　

禄
崇
（
上
竹
荘
小
）

▽
転
入

教　
　

諭　

赤
木　

泰
子
（
上
竹
荘
小
）

教　
　

諭　

鐘
ヶ
江
遥
奈
（
新
規
採
用
）

事
務
主
事　

安
井　

嘉
規
（
高
梁
市
・
成
羽
中
）

講　
　

師　

山
﨑
真
理
子
（
大　

和　

小
）

養
護
助
教
諭　

高
坂　

咲
希
（
新
規
採
用
）

● 

加
賀
中
学
校

▼
転
出

主
幹
教
諭　

貝
貫　

孝
夫
（
赤
磐
市
・
高
陽
中
）

教　
　

諭　

藤
井　

輝
彦
（
高
梁
市
・
成
羽
中
）

教　
　

諭　

中
塚　
　

優
（
浅
口
郡
・
里
庄
中
）

教　
　

諭　

西
岡　
　

升
（
和
気
郡
・
佐
伯
中
）

講　
　

師　

佐
野　

瑛
二
（
総
社
市
・
総
社
中
）

養
護
助
教
諭　

田
中　

智
穂
（
赤
磐
市
・
吉
井
中
）

▽
転
入

校　
　

長　

信
定　

直
木
（
和
気
郡
・
藤
野
小
）

教　
　

諭　

林　
　

和
寛
（
瀬
戸
内
市
・
邑
久
中
）

教　
　

諭　

鈴
木　

浩
司
（
岡
山
市
・
石
井
中
）

教　
　

諭　

坂
口　

保
之
（
高
梁
市
・
高
梁
中
）

教　
　

諭　

千
田　

雅
之
（
赤
磐
市
・
桜
ヶ
丘
中
）

教　
　

諭　

佐
々
木
悠
紀
（
新
規
採
用
）

養
護
助
教
諭　

難
波
真
依
子
（
新
規
採
用
）

● 

退
　
職
　
者

御
北
小
学
校　
　

教　

諭　

江
草　

亜
紀

豊
野
小
学
校　
　

教　

諭　

難
波　

香
織

吉
川
小
学
校

　
　

臨
時
学
校
栄
養
職
員　

早
藤　

尚
美

吉
備
高
原
小
学
校

　
　
　
　
　

養
護
助
教
諭　

森
重　

裕
子

加
賀
中
学
校　
　

校　

長　

古
矢　

道
弘

人  

事  

異  

動

学
校
教
職
員

 

平
成
28
年
４
月
１
日
付
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役場からのお知らせ

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生�

黒
瀬　

嘉
子�

選
（
投
句
者
65
名
）

　
「
三�

光
」

	

人　

お
風
呂
で
ね
心
と
体
を
い
や
す
ん
だ	

上
田　

志
帆

	

地　

風
呂
上
り
今
日
一
日
に
感
し
ゃ
す
る	

天
艸　

ゆ
り

	

天　

お
ふ
ろ
は
ね	

か
ぞ
く
を
つ
な
ぐ	

い
や
し
の
ば	

石
坂　

美
緒

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生�

竹
原　

慶
介�

選
（
投
句
者
78
名
）

　
「
三�

光
」

	

人　

風
呂
敷
に
昔
な
が
ら
の
知
恵
が
あ
る	

伊
野
家
朱
智

	

地　

お
風
呂
と
は
家
族
が
入
る
た
か
ら
の
湯	

川
建　

辰
樹

	

天　

冬
至
に
は
日
本
の
文
化
柚
子
の
風
呂　

	

石
原　

愛
美

一
般
の
部�

平
山　

三
鶴�

選
（
投
句
者
26
名
）

　
「
佳�

吟
」

	

　
　

ポ
カ
ポ
カ
の
風
呂
で
い
や
さ
れ
明
日
の
糧	

松
田
恵
美
子

	

　
　

風
呂
上
り
好
き
な
晩
酌
待
つ
夕
餉	

早
原
登
美
子

	

　
　

過
去
未
来
い
ま
極
楽
と
風
呂
の
中	

中
山　

文
恵

	

　
　

バ
ス
ル
ー
ム
音
符
が
弾
む
う
れ
し
い
日	

黒
瀬　

嘉
子

	

　
　

風
呂
が
待
つ
幸
せ
一
ぱ
い
湯
が
あ
ふ
れ	

丸
山　

光
子

　
「
三�

光
」

	

人　

肩
書
き
も
プ
ラ
イ
ド
も
脱
ぎ
い
い
湯
だ
な	

難
波　

哲
史

	

地　

胎
動
の
児
と
語
り
合
う
し
ま
い
風
呂	

宮
脇　

和
恵

	

天　

あ
し
た
へ
の
英
気
養
う
お
湯
加
減	

浅
田　

君
子

　

息こ
子
が
く
れ
し
改
装
な
り
し
姫
路
城
終ひ
ね
も
す日
写
真
く
り
返
し
見
る	

土
居　

於
栄

　

空
遠
く
弱な
よ

竹
揺
す
る
一
陣
の
風
吹
き
荒
れ
て
春
定
ま
ら
ず	

土
居　

照
代

　

秋
に
埋
め
た
里
芋
を
掘
れ
ば
む
っ
く
り
と
固
ま
り
合
っ
て
姿
を
見
せ
る	

河
内　

晶
子

　

胸
中
に
芽
生
え
し
小
さ
な
夢
た
ち
よ
努
力
の
光
で
草
花
と
な
り	

小
谷　

仁
美

　

学
業
の
終
の
日
送
り
し
「
ほ
た
る
の
光
」
歌
詞
あ
り
あ
り
と
夜
の
雪
道	

難
波　

良
子

　

木
の
芽
立
ち
体
の
中
に
も
何
か
し
ら
芽
を
ふ
き
そ
う
な
気
配
し
て
来
る	

山
本　

豊
子

　

や
わ
ら
か
な
春
の
陽
を
う
け
春
ら
ん
の
土
の
中
よ
り
じ
じ
ば
ば
眼
ざ
む	

国
只
由
紀
子

　

は
る
風
に
三
寒
四
温
を
感
じ
つ
つ
土
お
こ
し
す
る
ひ
と
時
の
労	

中
山　

文
恵

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

５月10日㈫ 豊野 カレッジ豊稔（豊稔大学）開講式 移動開講式（講座：うたごえバス）

５月25日㈬ 吉川 吉川三玲大学開講式 午前９時30分～　吉川公民館

５月28日㈯ 御北
御北人生大学
「生き活きふれあいの集い」
・・・延ばそう健康寿命！・・・

午前９時30分～　展示、ステージ発表
会場：御北小学校体育館

４月30日㈯
５月１日㈰ 豊野 春の草木展 午前８時30分～午後５時

５月１日は午後４時まで

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー

＊５月の課題は「お菓子」、６月の課題は「かさ」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に在住在勤
の方はどなたで
も応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳　

平
成
28
年
３
月
秀
句　

題
「
風
呂
」�

（
津
賀
公
民
館
）

レントゲン車が町内各所を巡回しますので、最寄りの会場で受診してください。
対 象 者　結核検診　：65歳以上の方

肺がん検診：40歳以上の方　※年齢基準日：平成29年４月１日
検査料金　無　料
日　　程　
期　日 実施場所 受付時間 期　日 実施場所 受付時間

５月19日
㈭

（溝部）藤村昌之様宅横
（福沢）曽壁福沢倉庫前広場
笹目公会堂
新山ほほえみセンター
井原コミュニティセンター
豊岡いきいきプラザ
湯の瀬温泉前
ラーバニスト小森の里
（小森）浅田土建事務所前

� 9：20～� 9：35
� 9：50～10：05
10：20～10：30
10：55～11：05
11：30～11：50
13：25～13：45
13：55～14：15
14：30～14：45
15：00～15：15

５月24日
㈫

下竹荘公民館
椿公会堂
（下竹）ライスセンター
（黒土）宮井昭夫様宅前
挊信区公会堂
ロマン高原かよう総合会館

� 9：00～� 9：50
10：20～10：35
10：50～11：20
11：35～12：00
13：30～13：50
14：05～15：05

５月20日
㈮

高富公民館
（実方）小倉幸康様宅車庫前
円城基幹集落センター
飛躍の郷「ひだまり」
上田東共栄公会堂
（三納谷東）石井様宅車庫前
細田公会堂
和田公民館
長田ふれあいセンター

� 9：10～� 9：25
� 9：45～10：05
10：25～11：00
11：25～11：45
13：00～13：15
13：30～13：45
14：00～14：20
14：35～14：45
15：00～15：20

５月26日
㈭

黒山京ぐろ倉庫
河内田公会堂
藤田公会堂
吉川公民館
おかやま酪農業協同組合
北老人ホーム
（湯山）遠藤壽男様宅前

� 9：00～� 9：15
� 9：35～� 9：55
10：15～10：40
11：00～11：40
13：15～13：40
14：00～14：35
15：00～15：15

５月23日
㈪

お祭り会館
美原集落センター
（高谷）長丸ふれあいセンター
高原上野公民館
業務商業ビル
竹部公民館
（広面）西信建設前
津賀小学校
役場加茂川庁舎

� 9：10～� 9：30
� 9：50～10：05
10：30～10：45
11：05～11：20
11：40～12：05
13：20～13：35
13：55～14：05
14：20～14：40
14：55～15：20

５月27日
㈮

キョーエイ賀陽店
上竹荘公民館
室納生活センター
舞地選果場
大和公民館
東村ふれあい市場
梅戸石材店前
西生活センター

� 9：00～� 9：40
� 9：55～10：25
10：50～11：05
11：15～11：30
13：00～13：45
14：00～14：25
14：50～15：10
15：25～15：40

�喀痰検査：�50歳以上の方で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方は、受診をおすすめ
します。レントゲン検査当日、検査料金400円（容器代含む）を支払い、３日分の痰を取って
郵送で提出します。

�お知らせ：今後に向けて受診者数の少ない会場は見直しを行いますので、ご了承ください。

受診票は、平成27年11月に実施した「けんしん対象者調査」をもとに、受診希望の方や、どこの検診
も受ける予定のない方にお配りします。受診票をお持ちでない方で、受診希望の方は保健課までご連絡
ください。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

へそっぴー
ポイント
対象事業

結核検診・肺がん検診のお知らせ
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出会いの

扉

図
書館だより 2016 年 5 月号　

私
の
家
族
は
五
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
六
人
家
族
で
し
た
が
、
私
が
中
学
一
年
生
の
時
、

祖
父
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

祖
父
が
い
な
く
な
っ
て
今
年
で
二
年
が
経
ち
ま
す
。
二
年
前

ま
で
は
、
共
働
き
を
し
て
い
る
両
親
に
代
わ
っ
て
祖
父
が
夏
休

み
や
冬
休
み
、
春
休
み
と
い
っ
た
長
い
休
み
の
時
は
、
昼
食
を

作
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
私
と
弟
を
連
れ
て
遠

く
ま
で
一
緒
に
出
か
け
て
く
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
私
達
が
学

校
に
行
っ
て
い
る
間
は
、
庭
の
草
取
り
を
し
て
く
れ
た
り
、
畑

の
作
物
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
や
弟
や
妹
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
車
で
迎
え
に
来
て
く

れ
る
こ
と
も
、
い
つ
し
か
あ
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。私
は
、小
学
校
六
年
生
の
頃
に
、あ
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
、
そ
の
日
か
ら
迎
え
に
来
て

も
ら
っ
た
時
は
、
家
に
着
く
と
必
ず
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
少
し
で
も
今
ま
で
言
え
な
か
っ

た
「
あ
り
が
と
う
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
た
め
、
そ
し
て
、
こ

の
あ
た
り
前
の
こ
と
に
心
か
ら
毎
日
「
あ
り
が
と
う
」
と
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
は
、私
が
小
学
五
年
生
の
時
、ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
、
母
方
の
曽
祖
母
の

家
に
泊
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
母
方
の
祖
母
は
電
話
で
だ
れ

か
と
話
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
電
話
の
受
話
器
を
置
く
と
祖

母
は
私
の
方
に
か
け
よ
り
、

「
賀
陽
の
お
じ
い
さ
ん
に
ガ
ン
が
見
つ
か
っ
た
ら
し
い
。
お
母
さ

ん
が
迎
え
に
来
る
っ
て
。」

と
言
い
、
私
の
洗
濯
物
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
、
た
だ

た
だ
ぼ
う
然
と
口
を
あ
け
て
座
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
母
が

迎
え
に
来
て
、
私
と
母
は
、
真
っ
先
に
病
院
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

病
院
に
着
く
と
、
祖
父
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
様
子
で
先

に
着
い
た
父
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
ベ
ッ
ド
に
か
け
寄
り

祖
父
に
、

「
じ
い
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
な
ん
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
祖
父
は
、

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
せ
わ
ー
ね
ぇ
。」

と
余
裕
の
表
情
で
そ
う
答
え
ま
し
た
。
私
は
そ
の
表
情
を
見
て

ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
ど
こ
か
不
安
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
帰
り
の
車
で
私
は
泣
き
く
ず
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
家
族
の
み
ん
な
は
、

「
心
配
せ
ん
で
も
え
え
よ
。」

と
言
っ
て
私
の
背
中
を
優
し
く
さ
す
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
に

つ
い
て
も
、
祖
父
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
そ
の
日
の
夜
は

な
か
な
か
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
数
日
後
、
祖
父
は
ガ
ン
の
摘
出
手
術
を
行
い
ま

し
た
。
で
す
が
、
複
雑
な
所
に
あ
っ
た
た
め
取
り
除
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

手
術
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
抗
が
ん
剤
治
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

祖
父
は
し
だ
い
に
弱
っ
て
い
き
、
嘔
吐
、
脱
毛
、
食
欲
低
下
な

ど
の
症
状
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
祖
父
が
こ
ん
な
に
も

苦
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　

や
が
て
、
祖
父
は
病
室
で
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
や
め
、
自
宅

で
で
き
る
飲
み
薬
の
抗
が
ん
剤
治
療
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
祖

父
自
身
の
『
な
る
べ
く
家
に
い
た
い
』
と
い
う
思
い
か
ら
出
て

き
た
提
案
で
し
た
。
そ
し
て
、
祖
父
は
、
自
宅
に
戻
り
、
前
の

よ
う
に
私
達
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
祖
父
の
口
癖
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。

「
負
け
る
な
よ
、
わ
し
が
お
ら
ん
な
っ
て
も
負
け
ち
ゃ
い
け
ん

ぞ
。」

負
け
ず
嫌
い
で
気
の
強
い
祖
父
に
は
よ
く
あ
っ
た
口
癖
の
よ
う

に
も
思
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
私
が
中
学
校
に
入
学
し
て
間
も
な
い
時
、

五
月
二
日
、
祖
父
は
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
、
妹

や
弟
を
迎
え
に
行
っ
た
り
、
畑
仕
事
を
し
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
祖
父
は
ず
っ
と
か
か
え
て
い
た
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た

の
で
は
な
く
、心
不
全
で
し
た
。
急
す
ぎ
て
、私
は
言
葉
も
出
ず
、

弟
と
妹
と
身
を
寄
せ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

葬
式
の
日
、
祖
父
の
眠
る
ひ
つ
ぎ
に
何
本
も
の
花
束
を
入
れ
、

今
ま
で
に
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
震
え
る
声
で
、

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」

と
祖
父
の
冷
た
く
な
っ
た
頬
を
な
で
て
言
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
二
年
た
っ
た
今
、
受
験
生
で
あ
る
私
は
勉
強
に
励

む
毎
日
で
す
が
、
時
々
嫌
に
な
っ
て
投
げ
出
し
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
時
こ
そ
、
祖
父
の
口

癖
を
思
い
出
し
、
自
分
の
背
中
を
押
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

祖
父
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
何
事
に
も
負
け
な
い
こ
と
、
あ
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

る
こ
と
こ
そ
一
つ
一
つ
感
謝
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
胸
に
こ
れ
か

ら
も
祖
父
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
27
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
三み
し
ま島

奈な

な々

海み

さ
ん
の

�

「
あ
た
り
前
の
こ
と
に
感
謝
す
る
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「あたり前のことに
� 感謝する」
平成27年度加賀中学校卒業

三
みしま

島　奈
な な

々海
み

さん

加賀語りの会どんぶらこ
岡山県語りのネットワーク主催

岡山の真ん中で民話を聞く会
郷土歴史講座
吉備中央町の民俗

�５月15日㈰
午前の部　午前10時〜正午
午後の部　午後１時〜 ３時
�吉備中央町農業振興センター２F視聴覚室
岡山県内で活躍する21グループの語りの団体が
吉備中央町で共演！お気軽においでください。

講　師　松前　俊洋 氏（高梁市文化財保護審議委員）
�全３回
 第１回 ６月１日㈬　年中行事やくらしについて
 第２回 ６月29日㈬　江戸時代の街道・往来
�第３回 ７月27日㈬　歴史的魅力のある町�吉備中央
�ロマン高原かよう総合会館　女性青年活動室
�時間は全回とも　午前10時〜正午

……�詳しくは、チラシをご覧ください�……

新着図書紹介
� 館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 館

絵
　
　
　
本

かあちゃんえほんよんで

うめじいのたんじょうび

Life�ライフ

くつ�あらいましょう

きょうりゅうがすわっていた

しおちゃんとこしょうちゃん

北村裕花／絵本塾出版

かがくいひろし／講談社

くすのきしげのり／瑞雲舎

さこももみ／廣済堂あかつき

矢吹申彦／福音館書店

エインズワース／福音館書店

か

か

か

ロ

ロ

ロ

児
　
童
　
書

ママはお医者さん

キキに出会った人びと

おはなし�ねこあつめ

死神うどんカフェ１号店

土とつながる知恵

ピンクのジェームス

あさのあつこ／講談社

角野栄子／福音館書店

汐月　遥／集英社

石川宏千花／講談社

四井真治／農山漁村文化協会

オードリー／ポプラ社

か

か

か

ロ

ロ

ロ

一
般
実
用
書

夫婦という病

天才

良いかげんごはん

神社の解剖図鑑

あの日

自分で作る木のおもちゃ

岡田尊司／河出書房新社

石原慎太郎／幻冬舎

たかぎなおこ／オレンジページムック

米澤貴紀／エクスナレッジ

小保方晴子／講談社

スタジオタッククリエイティブ

か

か

か

ロ

ロ

ロ

一
般
読
み
物

まく子

文豪山怪奇譚

カエルの楽園

新釈�走れメロス�他四篇

終わった人

バビロンの秘文字

西加奈子／福音館書店

東　雅夫／山と渓谷社

百田尚樹／新潮社

森見登美彦／角川書店

内館牧子／講談社

堂場瞬一／中央公論新社

か

か

か

ロ

ロ

ロ

　芽
め の

野史
し ろ う

郎は走っていた！親友・芹
せ り な

名との約束
を「守らない」ために!?�京都を舞台に繰り広げ
られる奇想天外な現代版『走れメロス』。森見
登美彦が、一風変わった大学生たちを主人公に
して、日本文学の名作を現代風にアレンジした
作品集。『山月記』『百物語』など他四篇。

　美
み お

生のママはお医者さん。村にひとつしかな
い病院で働いていて、みんなから頼りにされて
いる。患者さんの笑顔のために働くママはかっ
こいいけど、いつも忙しそうで美生のことはど
うでもいいみたい。そんなイライラがつのって
いたある日、美生が高熱を出して…。人気の「お
しごとのおはなし」シリーズ。

『ママはお医者さん』

『新釈 走れメロス 他四篇』

★ おいでおいで（乳幼児対象）
� 毎月第２・第４木曜日　午前10時30分〜10時50分

12日㈭　かもがわ図書館　　　　
26日㈭　ロマン高原かよう図書館

体験！ ブッククラブ
毎月第３土曜日　午前10時〜11時30分
21日㈯　ロマン高原かよう図書館
タイムスリップ戦国武将に変身！

デッカイ折り紙で武将の兜を折ろう　第２弾
……�チラシは、園や学校から配布されます�……

一般書

児童書

懐かしいあの頃・知りたい郷土のこと…

５月の休館日

２〜５日　９日
15日　　 16日
23日　　 30日

かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115
  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331
  0866－54－1311

毎月の行事

へそっぴー
ポイント
対象事業

へそっぴー
ポイント
対象事業

「なんと昔があったそうな」

アンコール
開催！
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3月13日（日）に「吉備中央マルシェ珈琲とパンフェア」
を開催！

　来場者数は、今までで１番多く約1,000人！ 目標達成
です！ ありがとうございました（^_^）/　開催後には出
店者さんに集まっていただき、どんなマルシェになって
いったらいいか、ワイワイとお話。
　次のマルシェは、開催時間を１時間伸ばし12時までに
し、フリーマーケットも行うことになりました！ 美味し

いもの、ハンドメイド雑貨、いろんなものが町内外から岡山県の真ん中、吉備中央町へ集まります！　
珈琲屋さんパン屋さんもまた出店予定ですので、３月のマルシェではパンが買えなかったという
方もまたご来場いただけたら嬉しいです！ よろしくお願いします。

春がやってきました！ 皆さまいかがお過ごしで
しょうか。春はさまざまな別れと出会いのある

「はじまり」の季節ですね。
　その「はじまり」の１つのきっかけになればと、３
月３日から５日の２泊３日で、異業種交流通勤合宿を
国立吉備青少年自然の家で行いました！ その名も

「KIBI WAKAMONO JUKU/吉備若者宿」。
　家と職場の往復だけでは出会えない新しい人や価値
観に触れ、交流の輪を広げていければと企画。町内外
から総勢13人の参加者が集まりました。
　初めての開催だったので、どうなるか不安もありましたが、参加者の方
からは『また開催があるなら参加したい』などと嬉しい声が届いています。
　今後の開催については協議中。決まり次第あらためてお知らせします！

　　  今月の１枚

５月８日（日）
午前８：00〜12：00　きびプラザ正面入り口駐車場
ボランティアスタッフ、フリーマーケット出店者募集中！

お問い合わせ先 　地域おこし協力隊　井上ゆき美
☎0866－54－1325　  yukimi@foundingbase.jp

次回マルシェ開催日

　RSKラジオ番組「昼からど〜だい！」に生出演！

　吉備中央マルシェのお話をしてきました。落語家の桂小

鯛さん&トメちゃんこと奥富亮子アナと記念にパシャリ！

憲
法
週
間
行
事
に
つ
い
て

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
昭
和
22
年
５
月
３
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
施
行
を

記
念
し
、
国
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に

こ
の
日
が
憲
法
記
念
日
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
及
び
弁

護
士
会
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
を
憲
法
週
間
と
し
、
次
の
行

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭
の

貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も

の
非
行
・
人
権
、
登
記
な
ど
の
法
律
問

題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
事
前
申
込
不
要
）

開
催
日　
５
月
２
日
㈪

受
付
時
間

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
所　
岡
山
市
北
区
南
方
１

−

８

−

29

　
　
　
　

岡
山
弁
護
士
会
館
会
議
室

担　
当　
岡
山
弁
護
士
会
、

　
　
　
　

岡
山
地
方
法
務
局

※�

当
日
、
駐
車
場
の
混
雑
が
見
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通

機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
見
学
、
裁
判
の
傍
聴
等

⑴�

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、
裁
判

の
傍
聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は
、
随

時
、
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
事
前
に

人
数
や
時
間
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判

は
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑵
検
察
庁
の
見
学

　

検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て
は
、随
時
、

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

①�

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設
、

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
及
び
裁

判
の
傍
聴
に
つ
い
て
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お
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や
ま
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づ
く
り

 

県
民
税
に
つ
い
て

　

岡
山
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
森
林
を
適
切
に
保
全
す
る
た
め
の

財
源
を「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」

と
い
う
か
た
ち
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

は
、
県
内
の
森
林
の
保
全
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
限
定
し
て
活
用
し
て

お
り
、
そ
の
成
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
森
林
を
よ
り
良
い
姿
で
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
今
後
と

も
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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制
度
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要
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納
税
方
法

　

県
民
税
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均
等
割
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に
加
算
し
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い
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だ
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す
。

◎
納
め
る
額

　

・
個
人
：
年
額
５
０
０
円

　

・�

法
人
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均
等
割
の
額
の
５
％
に
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資
本
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ど
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，０
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円
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４
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０
０
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円
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成
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年
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成
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３
月
31
日
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の
間
に
始
ま
る
事
業
年
度
分
ま
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第５回日本フットサル施設連盟選手権U-12クラス
全国大会に出場！！
団体名  吉備中央FC
 日程　３月12日〜13日
 主催　一般社団法人　日本フットサル施設連盟

　吉備中央FCでは、町内小学校の児童が集まり、平成17年からサッカーとフットサルを行っています。
　平成27年度は、真庭地区リーグ戦で初優勝、フットサル中四国大会でも参加選手５人と控え選手が
いない中で３位の結果を残し、大阪府堺市での全国大会に参加することができました。
　ベストメンバーで臨んだ初戦では惜しくも敗れてしまいましたが、２戦目に向け気持ちを全員で切
り替え、今大会優勝チームとの対戦では４対４の引き分けになりました。この試合では、ベンチも含
めて今まで以上の力を出し切り、保護者も含めチームが一体になった試合でした。

　２日目に行われた交流トーナメントでは全勝優勝できました。
この日は、全選手11名で結果を残すことができました。
　本年度も真庭リーグ連覇！全日本少年サッカー大会など全国に
つながる大会で県大会を目指します。最後に、選手が中学校で
もサッカーが続けれらる環境を整えられることを望んでいます。
� （吉備中央FC　代表　駒形忠臣さん）

　自分なりに考えて納得のいく作品を作ることができました。
　今回はパッとひらめいたままに描きました。受賞が決定し
たときにはあまり実感はなかったですが、トロフィーを手に
したとき受賞を実感し嬉しかったです。
　今後も、仕事の合間にいろいろなコンテストに応募してい
きたいと思っています。

大木さんは、高校では美術部で作品制作を行われ、専門学校に進学されました。今春からは、冊子等を作る会社の制作部
に勤務されるそうです。今後も、ますますのご活躍をお祈りしています。【編集担当から】

 主催　博報堂アイ・スタジオ
 後援　日本郵便

　このコンテストは、全国の学生がデザインした年賀状の中から選り
すぐったものを商品化し、その売り上げの一部を東北の被災校支援に
あてることを目的に開催されているものです。

東日本大震災被災校支援企画
チャリティー年賀状　学生コンテスト2016

みなさんからお便り・
イラスト・写真を
お待ちしています。

Comment

準大賞

お便りありがとうございます。

ダンスが大好きな夢二君。あな
たの周りにいつまでも笑顔と夢
があふれていますように☆彡

１歳おめでとう！これから
もお兄ちゃんと仲良くすく
すく大きくなってね♪

大きくなったら一緒にキャッ
チボールしようね♪
� パパより

生まれてきてくれて、本当
にありがとう。

すくすく元気で大きく育っ
てください！

怖いもの知らずのみいちゃ
ん、元気で大きくなってね
♪

明るく元気な朱梨ちゃん、
これからも元気にすくすく
育ってね。

生まれてきてくれてありが
とう！！にこにこ元気に育っ
てね★

みんなの
ページ

● 平成27年５月１日生まれ● 平成27年５月30日生まれ ● 平成27年５月20日生まれ

● 平成27年４月12日生まれ● 平成27年５月20日生まれ ● 平成27年５月16日生まれ ● 平成27年５月６日生まれ

西に
し
ざ
き崎  

夢ゆ
め
じ二 

ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

杉す
ぎ
た田  

真ま

こ子 

ち
ゃ
ん
（
杉
谷
）

片か
た
や
ま山  

大た
い
せ
い誠 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

小こ
ば
や
し林  

咲え
み
か花 

ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

井い

い伊  

水み
ず
ほ穂 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

田た
む
ら村  

朱あ
か
り梨 

ち
ゃ
ん
（
黒
土
）

髙た
か
は
し橋  

奏そ
う
た惟 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

おめでとう
満１歳

専門学校穴吹デザインカレッジ

  大木　ゆうの さん（納地）

● 平成27年５月９日生まれ 河か
わ
い合  

は
な 

ち
ゃ
ん
（
上
田
東
）

Happy
 Birthday!
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EVENT INFORMATION
イベント情報PHOTO

TOPICS
第12回 岩倉山ウォーキング

日　　時 　　平成28年５月３日㈫　雨天決行
　　　　　　受付：午前10時　　開会：午前10時30分
集合場所 　　円城基幹集落センター��（吉備中央町円城732−３）
コ ー ス 　　３㎞　自然や歴史に気軽にふれあえる、お気軽ルンルンコース
　　　　　　５㎞　岡山県の中心�いわくら公園まで巡る、真ん中を満喫できるコース
主　　催 　　円城ふるさと村・吉備中央町観光協会
参 加 費 　　お１人　700円（昼食代込み）
お申込み 　　道の駅かもがわ円城　　☎0867－34－1717
　　　　　　吉備中央町観光協会　　☎0866－54－1301
　　　　　　※４月27日㈬までにお申し込みください。
お問い合わせ先 　吉備中央町観光協会（協働推進課内）　☎0866－54－1301

吉 備 中 央 町 観 光 協 会
〜私たちの住む吉備中央町を生き生きとした魅力あるまちに〜

　吉備中央町観光協会では、町内の観光資源を発掘活用し、価値ある財産として、まちづくりや地域経済の活
性化を目標に、皆さま方にご協力をいただきながら活動を続けております。
　どうぞ、当観光協会にご入会いただき、吉備中央町の観光振興にお力添えくださいますようお願い申し上げ
ます。現在会員の方は引き続き、ご入会いただきますようよろしくお願いします。
観光協会の主な活動
　 �地域観光資源の掘り起こし�　　　�（観光スポット、観光素材）
　 �文化の育成および保護�　　　　　�（伝統文化の継承、振興など）
　 �ふるさとの魅力、情報の発信�　　�（ホームページ、情報誌等で町の情報を発信、観光バスツアー）
　 �花いっぱい運動�　　　　　　　　�（入会の団体に花の苗を配布など）
　 �農家民宿の推進�　　　　　　　　�（「体験」＋「宿泊」型農家民泊）
年　会　費
　  個人会員　１口　1,000円　　  団体会員　１口　2,000円　　  法人会員　１口　10,000円

会費はお手数ですが、役場各窓口（会計管理室・協働推進課・加茂川総合事務所・各支所・出張所）また
はJA岡山・JAびほくの窓口で納付くださいますよう、お願いいたします。

お問い合わせ・お申込み先 　吉備中央町観光協会（協働推進課・ロマン高原かよう総合会館内）
 ☎0866－54－1301　  0866－54－1311

　２月28日、農村環境改善センターで備前県民局
主催による住民自らが避難所訓練に取り組むワー
クショップが開催されました。
　当日は、地区住民約100名が参加。南海トラフ
巨大地震を想定した訓練では、避難所に指定され
ている同センターに集合すると、避難所カードが
配布され、自宅の損壊状況などを記入しました。
　その後、避難所での生活を想定し、新聞を折っ
てコップやスリッパを製作したり、婦人会メンバー
による炊き出しも行われ、参加者は真剣に訓練に
取り組んでいました。

　３月12日、13日、ロマン高原かよう総合会館で、「第10回吉備中央町総合文化祭」が開催され、多くの来場
者でにぎわう中、同会員が日ごろの活動の成果を発表しました。
　展示の部では、書道、写真、布絵本、絵手紙など、力作揃いの作品に加え、今年度は吉備高原学園高等学校の
生徒による工芸品の展示も行われ、来場者を楽しませていました。
　２日目の「ステージ発表」では、詩吟、日本舞踊、大正琴、歌謡曲、コーラス、オカリナや、備中こども神楽
の特別主演など、それぞれの分野で華やかなステージが披露され、温かい拍手が送られていました。

　町とパキスタンの自治体、文化、経済交流の促進やハラール関連企業
視察等を取り入れた「インバウンドツアー（訪日外国人向け観光旅行）」
構築の一環で、３月28日、29日の２日間、パキスタン駐日大使ファルー
ク・アーミル氏が来町されました。
　１日目は、町長への表敬訪問や岡﨑嘉平太記念館など町内の施設を視
察。２日目には加賀中学校を訪れ、
大使がパキスタンの気候、観光地、
歴史について講話され、生徒たちは
パキスタンへの理解を深めるととも
に、交流会を楽しみました。
　最後には、校庭に「友情、友愛、
歓迎」の意味を表すミモザの記念植
樹も行われました。

避難所訓練に
  地域で取り組む

第10回吉備中央町総合文化祭

パキスタン駐日大使来町

会員
募集

TOPIC 1

TOPIC 2

TOPIC 3

今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
下
加
茂
で
行
わ

れ
た
避
難
所
訓
練
の
様
子
で
す
。

　
訓
練
で
は
、
地
域
が
一
体
と
な
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て
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

ま
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。

編
集
後
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た
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３
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い
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報
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れ
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と
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な
り
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し

た
。

　
取
材
や
編
集
で
は
、
地
域
の
温
か

さ
に
触
れ
な
が
ら
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
や
ご
厚
意
に
よ
り
、
何
と

か
毎
月
広
報
紙
を
発
行
す
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こ
と
が

で
き
ま
し
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。

　
今
回
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し

て
、皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

石
井

▼
４
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
一
年
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
等
の
取
材
で
皆
さ
ま
の
も
と
へ

お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
際
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

田
淵
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
結婚記念（金一封）　髙島　浩輝・千裕（上田東）　　 玉串料返し（金一封）　服部　徹吉（神瀬）
香典返し（金一封）　片山　節子（上野）、堀　　博昭（豊岡下）、片山　隆輔（上田東）、越野あき子（尾原）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎�0866-54-1314　 �0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail�kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

栄養委員の活動を紹介します

　大和支部では、２月３日、愛育委員、栄養委員合同で一人暮らしの高齢
者の方へのお弁当作りをしました。
　今年のメニューは、節分にちなんで「太巻き寿司」「人参と竹輪のきん
ぴら」「ほうれん草のキッシュ風」そしてデザートに「柚子の寒天ゼリー」
「イチゴとキウイフルーツ」を添えました。
　巻き寿司は、愛育委員が彩り良いおいしい具材を入れて、一本一本心を
込めて巻きました。副菜は栄養委員が旬の素材を使って、栄養豊富で体に

やさしいものを工夫しました。「今年も健康で、良い年になりますように」と
いうお手紙やレシピも付けて温かい心も届けることとしました。
　一軒一軒訪問し、お弁当を手渡すと「楽しみに待っていました。ありがとう
ございます」などと大変喜んでくださり、私達も幸せな気持ちになりました。
これからもいろいろな活動を通して、地域の人々に目配り、心配りをしていき
たいと思います。

９月号から栄養委員による旬の野菜料理を掲載していきますので楽しみにしてくださいね♪

　栄養委員さんが毎年行っている事業で、今回で６年目になりま
す。「地産地消」「簡単に作れてヘルシーなもの」をテーマに町内
８支部が２品目ずつレシピを考案しました。
　今回は愛育委員さんを招待し、食事をしながら地域の健康づく
りについて話し合い、交流を深めました。

ヘルシーバイキング

大和支部愛育委員会活動報告

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　12,103人（－24） 男　5,835人（＋13）
女　6,268人（－37） 世　帯　5,507戸（＋20）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

猪肉や米粉、ブルーベ
リーなど吉備中央町産の
食材を使った料理が美味
しくでき上がりました♪

※平成28年４月１日現在　（　）は前月との増減

栄養委員は、健康づくり活動を推進している地域のボランティア組織です。
�地　区�…�８支部　　 �会員数�…�49人
�活動内容�…�乳幼児期から高齢期まで幅広くかかわっています。
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